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硬組織形成とその微細構造－2 ， 3の貝殼を

例としてそ

晧苦汁中 原

貝殻の石灰化がどのようにして行われるか，ま 稜柱層は真珠層にくらべ構造が複雑で，形成過

たその微細構造がどのような順序で形成されるか， 程についてもまだ不明の点が多い、稜柱層の構造上

と云う問題を解明するために演者はDR. BGvE－の単位とみらヵるのは稜柱(Prism)であるが，
l.anderの指導の下に，貝殻とそれを分泌形成 この稜柱の中で更に細かい小結晶にわかれている。

している外套膜上皮との形態的関連についての研・ こうした小結晶はそれぞれが小さなenvelope

究を始めた。電子顕微鏡による観察を行うために， に囲護れた状態で形成さrlろととが切片による観

それらの構造が自然の位置関係を保つ､たまふの状 察から明らかになった。稜柱と稜柱の間を占める

態で固定，包埋，薄切する方法を考えた。材料は 有機質の鞘(inl,erprismaticwall)と，稜柱

バミューダ島産のアコヤガイ，同島のナミマガシ 層の外面をおおっている殻皮も，形成途中の材料

ワの一種，ニューイングランド産のイガイ等で， による観察から，広い意味でのcompartjment,を

貝殻の主要方ろ種の組織，真珠層，移住層，内靱 形成する要素と考えられる。

帯について観察を行った。 アコヤガイの場合，殻の外面に多くの扁平方突

真珠層は断面でみると，レンガを積んだように 起が存在するが，この主うな突起やひだは外套膜

アラレ石の結晶が規則正しく積み重ねられて，結 の週期的方収縮によって形成された殻皮の"ひだ〃

晶と結晶の間には有機質（コンキオリン）のシー の中に稜柱層が形成されたものである。したかつ

卜が介在する，逆に云えば，平行に並んだ有機質 て突起の内外両面は殼皮によっておおわれ，内部

のシートの間をアラレ石の結晶が満たしている構 は稜柱層と全く同じ構造を示す。

造である。このよう左微細構造の成因については 二枚貝の左右の殻は靱帯によって背面で結合さ

従来種食の説明が左されていたが決め手にたる観 れている。靱帯には内靱帯(inner ligament,)

察が左かつた。 と外靱帯(out,er ligament,)があり ，前者のみ

前記の材料による観察から，真珠層が形成され が炭酸石灰（アラ．し石）を含む。イガイとアコヤ

る場合，外套膜外液中に平行に並んだ有機質のｼーガイで内靱帯の組成は炭酸石灰40妬，有機質

卜(envelope)がまず形成され，ついでシート 40妬で，残りは水が大部分と考えられる。基質

とシートの間に結晶が形成されることがわかつ が多くの水分を含むために．，新鮮時の内靱帯はゴ

た。換言すると，有機質によって作られたcom－ ムのようにやわらか< ,弾性がある。内靱帯のア

part,ment,(仕切り）の中に，内部の空間を満た ラレ石は細長い六角柱状の単結晶で基質中に並ん

すように結晶が形成される旬従来，一部の研究者 でいる。結晶の太さは0.’～0.2ミクロンで，貝殻

によって考えられたような，結晶と有機質のシー 内面に接する部分は成長点であって針の先のよう

トが交互に形成されるとする説明は，真珠層の場 左形をしている。この結晶は成長点の部分から

合，以上の観察からはみとめられ,ない。またこの envelopeにおおわれているので,結晶の成長と

よう左有機質先行の形式様式は，結晶がアラレ石 envelopeの新生が同時に進行すると考えられ

（アコヤガイ，イガイ）の場合でも，方解石（ナ る。こうした細長い結晶が平行に伸びて行く形式

ミマガシワ）の場合でも，基本的に変りはなかった。 は巻貝の交叉板構造にもみられる。哺乳類のエナ

升 1974年6月22日,化石研究会第48回伊陰で購演メル質も結晶の成長に関してはこの形式であるが，

升卦城西歯科大学口腔解剖学教室 envelopeについてはまだよくわからない。
－1－



結論される。このことは，他の生物グループを含

めて硬組織の構造と，それを形成する軟組織，細

胞を結ぶ今後の研究への道が一つ開かれたものと

思われる。

以上述べた，主として形態学的な観察の結果か

ら，軟体動物の貝殻の形成においては，外套膜外

液（基質）中に有機質のenvelopeによるcom-

partJment,が雅城され，それに主って作られる結

晶の形と大きさが或程度規制されると云うことが

ソ日シンポジウム 「海洋軟体動物および鰊皮動物
の生物学」資料

ソ連科学アカデミーの極東科学センターにいるVH N Zolot,erev氏から, 1 974年9月にウ

ラジオストックで開かれた，表記のシンポジウムの資料が送られてきました。この会はソ連科学アカデ

ミー海洋生物研究所などと東海大学との共催である。

現生から化石種にわたる，ウニ類と軟体類の(古)生物学的研究で， 60編の報告からたる。会議の模

様は前回の化石研例会で，参加された小林新二郎氏から紹介されている。

そのうちのいくつかを次にかかげた｡，
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